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  9月に実施した血液検査の結果をお配りしました。検査機関から届いた結果を再度、学校医の先生に見てい

ただきました。「D 判定」になっている人は病院で再検査が必要になります。「再検査のお願い」が結果報告書

と一緒に封筒に入っていますので、早めに予定を立て医療機関で診察を受けてください。基準値を外れている

項目があっても、それだけで病気だとは判断しません。過度な心配はしなくても大丈夫です。成長期のみなさ

んにはバランスのよい食事、十分な睡眠、適度な運動が何より重要です。将来の自分のためにできることを考

えながら生活していきましょう。検査を受けていない人も参考にしてみてください。 

検査結果の見方   

    Ａ… 異常なしです。 

    Ｂ… 基準値から外れる値もありますが特に問題はありません。 

    Ｃ… 経過観察が必要です。生活に注意して見てください。症状があるときは受診してください。 

D… 医療機関で再度診ていただいてください。その際にはこの検査結果を持っていってください。 

検査項目の説明  

 ○白血球…細菌に感染していたり炎症をおこしたりすると数値が上昇します。かぜなどの感染症や虫 

垂炎になると白血球が増加します。これらの病気の診断に活用される数値です。 

 ○赤血球、ヘマトクリット、血色素…貧血があるかどうかの目安になる値です。中学生に多い鉄欠乏 

性貧血はこの値に関係します。 

 ○ＨＤＬコレステロール(善玉)、ＬＤＬコレステロール(悪玉)、中性脂肪…血中脂質をみる値です。 

ＬＤＬ－Ｃが多くなると将来的に血管をもろくして動脈硬化になりやすくなります。逆に 

ＨＤＬ－Ｃは、柔軟な血管を作り動脈硬化を予防してくれます。同じコレステロールでも違いが 

あります。ＡＳＴ、ＡＬＴ、ɤ-ＧＴは肝臓の機能をみる値です。 

    ＊詳しくは結果表の裏面を読んでみてください。 

   

  

生活習慣病(糖尿病、脂質代謝異常、高血圧、脂肪肝など)やメタボリックシンドロームは大人だけの病気では

なく子どもにもみられることがあります。早いうちの生活改善によって病気の予防をすることができます。大人

になればそれが当たり前になってきますが、今のうちから家族みんなで気をつけていくことが大切ですね。 

       

  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

早寝・早起き 

質のよい睡眠 

規則正しい生活リズム 

ストレスの緩和の工夫 

 

 

スマホ、タブレットは 

時間を決めよう 

睡眠不足、夜型生活注意 

 

運動習慣をつけよう 

お手伝い、外での活動、 

スポーツに親しもう 

食習慣の見直し 

毎日の朝ごはん、1 日 3 食、バランス

のとれた食事、ファストフードや甘い飲

み物に注意 



     


